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＊リビング 

 

「唯、今日は随分とゆっくりしてるね？」 

「うん、今日は創立記念日で学校休みなんだ」 

 

 俺がのんびりとパジャマ姿でリビングでくつろい

でいると、義父が声をかけてきた。今朝はゆっくり

と起きた為、父さんの朝のルーティン（痴漢朝食）

には巻き込まれていない。 

 

「唯、父さん、行ってきます！」 

「「行ってらっしゃい！」」 

 

 兄さんが大慌てで出かけて行った。昨晩も兄さん

は遅くまで俺の相手をしていたので、今朝は寝坊気

味だった。 
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「あれ？お兄ちゃんお弁当忘れていっちゃった

よ？」 

「え…？」 

 

 義父の言葉通り、リビングの机の上には弁当の包

みが忘れられていた。義父さんも家を出ていき、残

された唯は弁当を見て決心した。 

 

「兄さんに、お弁当届けてあげよう。兄さんの学校

はここから近いし」 

 

＊義兄の学校（スター☆プリンス学園） 

 

（ついに来てしまった…！攻略対象のいる学校。ス

ター☆プリンス学園に！） 

 

俺は大きなお城の様な校舎を見上げた。 


